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日 時 令和元年 12 月 26 日（木）18時 30 分～20時 00 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、亀岡委員、東口委員、中目委員、西澤委員、油㘴委

員、高嶋委員 

欠席委員 冨士原委員、菊地委員 

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、橋本子育て担当参事、記内子ど

も家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、印牧子ども家庭課主査、加藤子ども

家庭課主査、野切健康推進課主査、播磨子ども発達支援センター主査、金田

子ども家庭課主事 

 

 

○事務局   （開会あいさつ） 

 

○会長     こんばんは年末の忙しい時期にお集まりいただきありがとうございます。今

年最後ということですが、来年さらにこのまちが、子育て子育ちにとってよい

環境なるように、本日ご審議いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

それでは第 6回北広島市子ども子育て会議を開催させていただきます。本日

は審議事項が１件、報告事項が 3件になっております。 

最初に審議事項教育保育施設の利用定員の設定について事務局からご説明

をお願いいたします。 

 

○事務局   （資料 1に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局より大曲大谷幼稚園の申請ということ

で、申請利用定員 1号認定 200 すべて基準に適合しているというご説明をいた

だきました。 

ご質問ご意見等ございましたら承りたいと思いますが、いかがでしょう。よ

ろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。 

それがお認めいただいたということで進めさしていただきます。 

引き続き報告事項ということですが 1番目、教育保育施設の利用定員に変更

についてということで、事務局からお願いいたします。 

 

○事務局   （資料 1に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。 

ただ今の事務局の報告についてご質問ご意見等ありましたらお願いいたし

ます。いかがでしょう。よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。 

それでは報告事項の 2番目に進めさしていただきます。第 2期北広島市子ど

も子育て支援プランの策定に係るパブリックコメント結果についてというこ

とで、これも事務局からご説明をお願いいたします。 

 

○事務局    第 2 期の計画案に係るパブリックコメントについてですが、前回素案につい
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てご審議いただいた際の質問で、素案 91 ページに掲載してございますが、サ

ポートファイル推進事業に関しまして、サポートファイル配布実績についての

ご質問をいただきました。 

前回の会議におきましては子ども発達支援センターでの配布分ということ

で、90 から 100 冊程度ということで回答をさせていただいたところですが、

全体の配布数を確認してまいりましたので、先にご報告をさせていただきます。 

全体の配布数としましては、先ほどの子ども発達支援センターと福祉課窓口

での配布数合わせて前年度 178 件ということになっております。 

それからパブリックコメントの結果について課長からご報告いたします。 

 

○事務局   （資料 2に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。パブリックコメントの結果についてというこ

とでしたが、計画案に付随した要望ということで 7件、3人の方からご意見い

ただいて、それに対しての市の考え方についてご説明いただきました。 

せっかくの機会ですので、各委員から何か意見があればいただきたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

 

○委員     ちょっと意見がまとまってないんですけれども、子どもの権利条例に関する、

CAP のプログラムについての回答のところで学校の判断になるっていうとこ

ろをちょっと考えていました。 

子育てプランの中で、特にちょっと後で関連しないんですけど、まったく違

うことなんですけど乳幼児ふれあい体験の実施とか、そういうような治療がい

いなと思っていたんですが、そこでも学校からの要請に応じて実施するってい

うふうに、学校の判断によるというところが部分どんなふうに連携するような

体制があるのか、っていうのが疑問に感じました。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがですか。 

 

○事務局    ご意見ありがとうございます。 

これについては教育委員会の所管になりますので、はっきりと私の方でお答

え申し上げることを難しい部分もありますけれど、教育委員会から伺っている

ところでは、人権教育ですとか、あとその他のいわゆる授業の普段の教科以外

のものにさく、そのカリキュラムの時間っていうのがなかなかとれないという

ような実態があると伺っております。 

そして教育委員会のほうでは、人権教育、子どもの権利含めて必要性はすご

く感じていて、できればたくさんやりたいというふうに思っているけれど、な

かなか時間がとれないというような実態もあるので、そことの兼ね合いも見な

がら人権教育含めて考えて行きたいというところは伺っております。ただ現実

的になかなか難しい場面もあるっていうところで伺っております。 

 

○会長     いかがですか。はい、ありがとうございます。他いかがでしょう。 

 

○委員     今の委員の質問をなさせたところ何ですけど、これあれですかね、ご意見な

り寄せられた方は、CAP を指定するような形でよせられたんでしょうかね。そ

ういうふうは取れますけども、この CAP のようなということではないんですか。

そういうことで、あのお聞きしたいことは CAP 以外にもいろいろとありますよ

ね。ですからこういった特定の教育プログラムを指定しての意見ということで

あれば、こういうお答えになるところは妥当なところかなと思いました。お聞



会議録 

 

 

 

きしたかったのがこれに対して、これを言うということなんですか。そうです

か。 

 

○事務局    はい、そうです。原文のままの文章です。 

 

○委員     はい。実は私ども CAP は利用したことが、養護施設であるんですけれども、

なかなかですね、子どもそれぞれ年齢層に合うようなプログラムが、当時はな

くてですね、他の方のプログラムを利用した経緯がございます。参考までに。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。何かありますか、事務局の方で。 

もう 1方のくらい聞けば、西澤委員いかがですか。 

 

○委員     サポートファイルの件数は、たぶん私が質問したかと思うんですがありがと

うございます。私も勉強していきたいなと思います。ありがとうございました。 

あとちょっと気になったのが、お布団のお昼寝のこの臭いの件、ちょっと気

になっておりました。ちょっと寝具がどうこうゆうより、匂いというのは意外

と敏感な方は敏感なのかなと思いまして、これもちょっと直してどこかで直せ

ればいいのかなと思いました。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。いかがでしょう。 

 

○事務局   ありがとうございます。コットの導入となるとこう費用の面でも一気にかかっ

てくるということで、なかなかそれ自体はちょっと慎重な検討を要するかなと

いうふうに思いますけれども、ただこの理由のところに書いてある、今ご指摘

あったように匂いの部分ですとか、保護者もそうですし子どもさんもそうだと

思いますので、出来るところからにはなると思うんですけれども配慮をして、

気にしてまいりたいと思っております。ありがとうございます。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。そのほか委員から。ございますか。東口委員

いかがですか。 

 

○委員     学童でもやはり、小さいトラブルとかいろいろあった時には、その場で汚い

言葉使っちゃいけないとか、乱暴なことを言って友達を傷つけてはいけないと

か、そうゆう事は常日頃から伝えるんですが、なかなかそうゆうのがうまく伝

えられないということもあるので、この就学前についてはいろんな予防的視点

からのプログラムについては、研究していくってあるので、なにかこういいヒ

ントとかわかった時には、こちらのほうのも教えていただきたいなと思います。

よろしくお願いします。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。学童クラブでも日々先生方苦労なさっている

のは重々承知をしておりますので、ぜひ情報共有して進めていければなと思っ

ております。よろしくお願いします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。もしまたございましたら後でお伺いしたいと

思いますが、もう 1つ残っておりますので、進めさしていただきます。 

報告事項の 3つ目ということで、北広島市子ども子育て支援プランの実施状

況についてということで、事務局からお願いいたします。 

 

○事務局   （資料 3に沿って説明） 
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○会長     はい、ありがとうございます。皆様からご質問ご意見いただきたいと思いま

す。いかがでしょう。 

 

○委員     ちょうど今日すくすくネットの説明をしてくださる保健師さんの方といら

っしゃっていたとお話しした時のことを思い出していたんですけど、毎回の話

にはなってしまうんですが、教育保育の提供体制の確保ということでいろいろ

と人材バンクとか就職相談会とか復帰支援セミナーとか書いているんですけ

ども、今やっぱり養成校で卒業生が 6割くらいしか保育の道に進まないで、一

般企業に進む子がすごく多くなってきているという実態を養成校の方から私

も聞くんですけれども、実際うちで働いている先生でも子育てが終わって、子

育てをしてみて保育の仕事に興味を持って保育士の資格を取る方もいるんで

すよね。 

そうゆう話をしていた時にお互いに話しながらちょっとその必ず養成校あ

がりで、新人さんまたは、子育てが一旦終わった人の復帰だけじゃなくて、新

たに子育てを終わった人が、新たにその道に進むことを支援するのをいいかな

という話をふとしていたのでどうしても養成校の人数、卒業生自体が減ってい

る最近なのできっと若い人たちが大変というイメージが多いとか、それだけじ

ゃなくて子育てしてみて魅力を感じてこの世界に入ろうと思っている方を支

援するような、何か策があればなと。ちょっと具体的には。ピックアップする

人たち自体をちょっとそういう視点で広げて考えていってもいいのかなと思

いました。以上です。 

 

○会長     はい、ありがとうございました。いかがでしょうか。 

 

○事務局    いろいろを情報いただきありがとうございます。 

保育士に確保策については、今ご指摘のあった新卒の方だけでなく、多方面

からいろんな年齢層の方に来てもらわないと、今後ますます厳しくなる状況に

あるというふうにとらえていますのでいろいろな面から考えていきたいと思

います。 

道都大学ですとか、札幌のこども学舎さんですとかそういったところでは、

子育てを終えた方とか、一度働きながら勉強しに来ている方とかも結構いらっ

しゃるということも伺っておりますので、今後の検討に当たっては、そういっ

たところも意識していかなければならないんだなというふうには考えていた

ところです。ありがとうございます。 

今後も情報ありましたら是非教えていただければなというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。 

ちょうど私の所属大学の話が出ましたので、星槎道都大学保育士養成科を持

っておりますが、昼間だけじゃなくて通信教育課っていうのを持っておりまし

て簡単に言うと専門学校の通信制ですね。保育士養成施設として 3年間で、保

育士の資格を単位取得すると、取得できるという形になって、実習も行ってお

ります。普段はレポート、あとは週末にスクーリングということで、受講者の

方見ているとやはり保育助手で、実際に保育所を等で働いている方が資格取得

に来ている。 

中には園長先生から資格取ったら、補助金を、その取得にかかったお金の一

部を出しますよというお話をいただいて、是非取らないかということで来てく

ださっている方もいますんでちょっとご参考までに。情報をお話さしていただ
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きました。はい、以上です。ありがとうございました。その他、いかがでしょ

う。 

 

○委員     10 ページのとこの 3 歳健康診査っていうところにちょっと気になって見て

いたんですけれども、以前のこの会議でも私ちょっと話したかと思うんですけ

ど、3歳児健診とか 1歳半の時間帯が午後で、お母さんたちがお子さんを連れ

て行くのに大変苦労しているみたいですってお話をしたと思うんですけども、

3歳児健診でだけでいうと、やっぱりお母さんたちから、本当によく聞くので

ちょっと気になっていて 3歳児健診って、事前に問診みたいな感じで書いてそ

れを当日を持って行くと、そこで行ってから受付けが 1時なんですけども、「早

く終わりたい」「なるべく待ち時間は少ない方がいい」ということで早めに 12

時半位にいたり、後は受付けのギリギリに行ってという感じで皆さん工夫して

いるらしいんですけど、結果的に早くても 1時間ちょいは絶対かかると。 

あるお母さんは、3歳児健診で子どもを連れて行って 2時間半にいたと。と

いうことで眠たい時間だし、子どもも飽きてきて大変だしということでなんか

もう少しこう流れよくというか、時間がかからない方法がないんだろうかとい

うふうに聞かれたりするんですよね。 

必ずその問診をして身長、体重を測って内科検診をして、歯科検診して、栄

養相談をしてっていう順番が決まっているということで、その順番が決まって

いるんですけれども、たくさん保健師の方もいらっしゃるみたいなんですけれ

ども、とにかく時間がかかると、問診のところにとても時間がかかって、どう

にかならないのかなって、私も答えに困るんですけれども、大変ですねって感

じでは聞いているんですけれど、大変だと思うんです。やる側も。 

他の自治体とかもきっともちろん検診とかをやっていると思うので、どんな

ふうにやっているのかなというのもちょっと気になったりとかしていて、もう

少しなんかこう健診の未受診をないようにするということも大事だと思うの

で、行きやすく相談しやすく、っていう感じで検討していただけたらなという

ふうに感じているところです。以上です。 

 

○会長     ありがとうございます。いかがでしょう。 

 

○事務局    ありがとうございます。すいません。今日担当の健康推進課の担当者が出席

できていなくて明確にお答えすることができないんですけれども、申し訳あり

ません。今、高嶋委員がおっしゃったようにやっぱり順番が決まっている、空

いている所から先にできたら少しは早く進むかもしれないとは思いますけれ

ども、その辺の事情も含めて、ちょっと把握できていない状況がありますので、

確認をしましてそのようなご意見があったことをきちんとお伝えして、次回の

会議の時には、報告を差し上げたいと思います。申し訳ありません、よろしく

お願いします。 

 

○委員     ありがとうございます。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。他いかがですか。 

 

○委員     7 番の国際交流事業を実施し、16 ページですね。 

つい最近この話が我家でも出まして、もう実際に行かれて終わっている話な

んですけども、そのあとホームページで見るとそういった募集にあるのを見た

んですが、なかなかそれを知る機会がないというか。ホームページを見に行か

ないとわからない。ただそうゆうのをやっているということもわからないので
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ホームページを見に行くこともないというのがあって、今この 30 年と元年の

を見ると、30 年は高校生 20 名で、元年が 9 名。9名は実際見て少ないなと思

ったんですけども、これはその周知の仕方が違ったのか、例えばお母さん方で

こうゆうのがあるよというので口コミで広まっていったのか、すごいいいもの

だと思うんですよね。その行った方のとかも見たり、いった子の話を聞いたり

してもすごい。実際に他でカナダにホームステイに行くとなると 40～50 万か

かったりとかするのが市で行くとすごく安かったり、そうゆう経験の場がせっ

かくあるのに、なかなか知られていないことでこんなに人数が少ないのかなと

思うので、小学校中学校ですと学校に案内をすれば一気に広がると思うんです

けども、対象を高校生となるとなんかもうちょっといい、皆さんに広がってい

くような案内の仕方というか、があればもっと人も増えるし、体験できる子も

増えていくのかなと思いました。以上です。 

 

○事務局    ご意見、ありがとうございます。 

こちらにつきましてもすみません。教育委員会の社会教育課所管の事業にな

っておりまして、はっきりとお答えできないんですけれども、受け入れと派遣

を毎年たしか交互にやっておりまして、30 年度の 20 人の方は、向こうの高校

生をこちらで受け入れた。元年度の取り組みについてはこちらから派遣したと

いう内容になっていたと思います。 

募集の方法ついては、たしかホームページの他に市の広報誌でも募集はして

いたと思います。もちろん市の姉妹都市交流ですので、普通の海外渡航ではな

かなかできない、経験が出来る貴重な機会だと思いますので、ぜひ多くの人が

参加できればいいなというふうに思います。 

教育委員会の方にもこういったご意見あったことを伝えましてそれに対す

る見解をもらって、次回の会議の時にこれもご報告させていただきたいと思い

ます。即答できなくて申し訳ありません。 

 

○会長     そのほか委員から。ございましたお願いいたします。いかがですか。 

お願いします。 

 

○委員     先ほどちょっと言いかけたんですけれど、12 ページの乳幼児ふれあい体験

の実施の保育施設 11 施設で実施ってあるのは、受け入れるよっていうことで

あって、実施したっていうことではないのかどうかちょっと質問です。 

学校からの要請ということなので、実際どこかから要請があってやっている

のかなというのがちょっとお聞きしたいです。 

 

○事務局    乳幼児ふれあい体験関しては、基本的に学校の方から要望があって毎年各園、

受け入れを行っているという形でお話を聞いております。 

 

○事務局    1 番最初にアクションを起こしているのは、小学校の方からですけれども、

小学校のほうから要請があって、小学生が保育園に来てくれていろいろ保育園

の子と遊んでもらったりだとか、いろいろ接してっていう交流を今年も実施し

たというふうに聞いておりますし、これまでも定期的に実施をしているところ

です。はい、聞いています。 

 

○委員     すいません、学校によって差があるとちょっと知りたかったんですけど。ち

ょっとわからないですかね。 

 

○事務局    すいません、これも確認して次回ご報告させていただきます。申し訳ありま
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せん。 

 

○会長     よろしいですか。はい、ありがとうございます。ほかいかがでしょう。 

それではその他ということですが事務局からございますか。 

 

○事務局    その他のことですが、次回の会議の日程についてでございます。 

次回の第 2期子ども・子育て支援プランの案ということで前回ご審議いただ

いた素案にプラスして資料編ということで、追加したもの等とパブリックコメ

ント実施した後ということで文言変更になる部分もあるんですが、その辺全部

合わせまして案をですね、皆さんにご審議いただく予定となっております。 

時期につきましては、1月の末の方から 2月のどこかでまた調整をさせてい

ただければと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。1月末から 2月ぐらいにまた開催したいとい

うことですね。まだまだお忙しい時期ですがよろしくお願いします。 

ほかその他委員の方々からございますか。よろしいでしょうか。 

お忙しいところご出席いただきまして、ご審議いただきありがとうございま

した。本日も無事終了させていただくことができます。第 6回の子ども子育て

会議閉会さしていただきます。 

今年 1年お世話なりましてありがとうございました。来年もどうぞよろしく

お願いいたします 

 

 

 

 

 

 


